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勝
浦
町
議
会
三
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
、

勝
浦
病
院
事
業
等
の
特
別
会
計
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
予
算
の
総
額
は
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
二.

四
％

(

七,
八

〇
〇
万
円
）
増
の
三
十
三
億
一
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

勝
浦
町
の
財
政
構
造
は
、
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
が
少
な
く
、
国
や

県
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ひ
っ
迫
し
た
国･

県
の
財
政
状

況
の
直
接
的
な
影
響
が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
分
権
時
代
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
は
、
ま
す
ま

す
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
十
七
年
度
の
予
算
に
お
い
て
は
、「
政
策
課
題
へ
の
的

確
な
対
応
」
と
「
行
財
政
改
革
へ
の
取
組
み
強
化
」
を
二
つ
の
基
本
方

針
と
し
、
従
来
に
も
ま
し
て
、
効
果
的
な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

平
成
十
六
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
勝
浦
町
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

(

大
綱)

に
基
づ
き
、
勝
浦
町
に
お
い
て
も
、
経
費
の
節
減
合
理
化
を
行

い
、
限
ら
れ
た
財
源
を
、
よ
り
緊
急
性
、
必
要
性
の
高
い
事
業
に
優
先

的
に
配
分
す
る
こ
と
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

に
、
で
き
る
限
り
の
予
算
編
成
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

当
初
予
算
は
年
間
を
通
ず
る
総
合
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
る
も
の
で

す
が
、
国
庫
支
出
金
等
が
未
確
定
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳 入
3,301,000

千円

町税 389,618千円
（11.8％）

分担金および負担金
11,493千円（0.3％）

使用料および手数料
67,823千円（2.1％）

財産収入 5,060千円
（0.2％）

寄附金 1千円（0.0％）

繰越金 50,000千円（1.5％）

繰入金

295,000千円
（8.9％）

諸収入 53,354千円（1.6％）

地方譲与税 72,393千円（2.2％）

利子割交付金 3,465千円（0.1％）

配当割交付金 791千円（0.0％）

株式等譲渡所得割交付金 269千円（0.0％）

地方消費税交付金 54,161千円（1.7％）

自動車取得税交付金 21,756千円（0.7％）

地方特例交付金 10,800千円（0.3％）

地方交付税 1,500,000千円（45.5％）

町債

357,600千円
（10.8％）

交通安全対策特別交付金

1,000千円（0.0％）

国庫支出金

162,419千円（4.9％）

県支出金 243,997千円（7.4％）

依 存 財 源

2,428,651千円（73.6％）

自 主 財 源

872,349千円（26.4％）

平
成
十
七
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

三
十
三
億
一
〇
〇
万
円
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特 別 会 計 名 当初予算額

国 民 健 康 保 険 714,334

簡 易 水 道 事 業 37,307

農 業集 落 排 水事 業 24,409

住宅新築資金等貸付 12,331

老 人 保 健 961,311

介 護 保 険 659,547

勝浦病院

事 業

収益的
収入 811,000

支出 811,000

資本的
収入 51,128

支出 96,445

平成17年度 特別会計予算 単位:千円 主な普通建設事業 単位:千円

目的別歳出

3,301,000
千円

総務費 982,076千円
（29.8％）

公債費 739,056千円
（22.4％）

民生費 500,128千円
（15.1％）

衛生費
265,925千円
（8.1％）

農林水産業費
282,551千円
（8.6％）商工費 9,883千円（0.3％）

土木費 162,968千円（4.9％）

消防費 45,708千円（1.4％）

教育費
235,234千円
（7.1％）

災害復旧費 15,203千円（0.5％）

予備費 14,240千円（0.4％） 議会費 48,028千円（1.4％）

性質別歳出

3,301,000
千円

人件費 765,899千円
（23.2％）

物件費 463,469千円
（14.0％）

維持補修費 15,750千円
（0.5％）

扶助費 170,138千円

（5.2％）

補助費等 251,009千円（7.6％）

公債費 739,306千円
（22.4％）

普通建設事業費
515,466千円
（15.6％）災害復旧事業費

15,203千円
（0.5％）

積立金 557千円

（0.0％）

投資および出資金

86千円（0.0％）

貸付金 10,290千円
（0.3％）

繰出金
339,587千円
（10.3％）

防 災 無線 改 修事 業 255,000

道 路 改 良 費 50,111

広 域 農道 整 備事 業 34,414

町 単 道 路 改 良 費 30,330

林 道 開 設 事 業 28,884

県単急傾斜崩壊対策 27,551

農 業 振 興 事 業 20,360

農 免 農道 整 備事 業 9,855

合併処理浄化槽設置整備事業 8,171

県 単 河 川 改 良 費 8,100

予備費 14,240千円（0.4％）
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▼殿川武男実行委員長

▲千葉県 藤平勝浦市長

▲阿波人形浄瑠璃 勝浦座による公演

お手玉演舞

▲

「
全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
・
人
形
フ
ェ
ス
タ
in
勝
浦
」

が
四
月
九
日
を
中
心
に
本
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
係
わ
っ
て
い
る
活
動
家
約
三
百
人
が

桜
の
花
満
開
の
本
町
に
集
い
人
形
文
化
交
流
館
・
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
に
お
い
て

ま
ち
づ
く
り
の
発
表
や
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
は
、
愛
知
県
豊
田
市
足
助
町
、

鹿
児
島
県
与
論
島
に
次
い
で
本
町
が
三
回
目
の
開
催
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾
を
中
心
に
同
実
行
委
員
会

主
催
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
人
形
文
化
交
流
館
に
お
い
て
ビ
ッ
グ
ひ
な

祭
り
・
恐
竜
化
石
資
料
館
の
見
学
と
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
勝

浦
座
に
よ
る
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
上
演
と
お
手
玉
演
舞

が
披
露
さ
れ
歓
迎
ム
ー
ド
一
色
、
昼
食
は
、
更
生
保
護
女

性
会
の
ウ
エ
ル
カ
ム
ラ
ン
チ
で
大
変
好
評
で
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
・
ま
ち
お
こ
し
の
祭
典

”感
動
の
う
ず
潮
が
わ
く

“

夢
を
乗
せ
全
国
へ
！
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近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
で
は
、
五
月
二
十
九
日

に
左

記
の
と
お
り
総
会
と
懇
親
交
流
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

会
場
は
、
甲
子
園
球
場
の
近
く
の
ホ
テ
ル
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
内
容
も
豊
富
で
す
。
例
年
ミ
ニ
同
窓
会
、
子
ど
も
の
頃
の

遊
び
仲
間
の
集
い
、
親
戚
の
集
い
な
ど
様
々
の
出
会
い
が
あ
り

と
て
も
好
評
で
す
。

開
会
前
に
は
、
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
を
見
学
頂
い
た
あ
と

昼
食
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
き
酒
も
お
楽
し
み
頂

く
予
定
で
す
。

当
日
は
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
勝
浦
町
か
ら
会
場
ま
で
送
迎
い

た
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日

時

平
成
十
七
年
五
月
二
十
九
日

勝
浦
町
発

午
前
八
時

受

付

正
午
～
十
三
時

総

会

十
三
時
～
十
四
時

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

十
四
時
～
十
五
時

講
演
／
大
正
琴
／
歌
謡
シ
ョ
ー
／
お
手
玉
演
舞

懇
親
会

十
五
時
～
十
八
時

場

所

「
ホ
テ
ル

ノ
ボ
テ
ル
甲
子
園
」

阪
神
甲
子
園
駅
西
口
前

西
宮
市
甲
子
園
高
潮
町
三

三
十

〇
七
九
八

四
八

一
一
一
一

会

費

一
〇
、〇
〇
〇
円

そ
の
他

お
申
込
み
は
、
五
月
十
六
日
ま
で
に
役
場
産
業
振
興
課

玉
置
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

二

一
五
〇
五
・
FAX
二

三
〇
二
八

▲千葉県勝浦市 和歌山県那智勝浦町の物産品販売

ふれあいの里

さかもとでの

親睦交流会

観
光
カ
リ
ス
マ

小
澤
庄
一
氏
の
講
演

午
後
か
ら
は
、
会
場
を
改
善
セ
ン
タ
ー
に
移
し
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遠
路
お
こ
し
い
た
だ
い
た
、
千

葉
県
藤
平
勝
浦
市
長
さ
ん
の
町
お
こ
し
に
か
け
る
情
熱
的

な
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
例
報
告
と
し
て
、
千
葉
県
勝
浦
市
の

”
ビ
ッ
グ
ひ
な

祭
り
の
取
り
組
み
“
や
与
論
島
の
観
光
協
会
か
ら
は

”南

の
楽
園
に
浮
か
ぶ
与
論
島
で
の
取
り
組
み

“
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
寒
気
団
か
ら
は

”
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の
町
づ
く
り

“
三
重

県
二
見
町
か
ら
は

”
お
ひ
な
様
め
ぐ
り

“
が
発
表
さ
れ
る

な
ど
、
地
域
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
愛
知
県
豊
田
市
足
助
町
の
観
光
カ
リ
ス
マ
小
澤

庄
一
氏
か
ら
「
足
助
の
地
域
文
化
創
造
五
十
年
」
と
題
し

て
特
別
講
演
会
が
あ
り
、
香
嵐
渓
の
も
み
じ
を
メ
イ
ン
に

周
年
型
観
光
へ
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
様
子
や
、

年
間
百
万
人
を
超
え
る
観
光
客
を
生
み
出
し
た
仕
掛
け
に

つ
い
て
、
興
味
深
い
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
に
会
場
を
移
し
て
、

親
睦
交
流
会
が
行
わ
れ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
さ
か
も
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
、
坂
本
地
区
だ
ん
じ
り
、
阿

波
踊
り
な
ど
の
公
演
も
あ
り
、
交
流
は
最
高
潮
、
夜
遅
く

ま
で
勝
浦
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
開
催
は
、
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
寒
気
団
の
皆
さ
ん

に
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
交
流
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
よ
り

町
民
の
皆
様
へ

�

�
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★
退

職
（
３
月
31
日
付
け
）

坂

井

芳

久

（
建
設
課
）

今

川

和

人

（
税
務
課
）

坂

部

幸

子

（
福
祉
課
）

秋
本
恵
美
子

（
福
祉
課
）

大

島

信

明

（
総
務
課
）

大

西

富

子

（
勝
浦
病
院
）

谷

口

和

枝

（
横
瀬
小
）

勢

田

澄

子

（
横
瀬
保
育
所
）

清

水

敏

子

（
勝
浦
中
学
校
）

★
異
動
・
昇
格

（
旧

任
）

参
事
兼
総
務
課
長

戸

川

茂

一

建

設

課

長

島

惠

次

秋
成
ふ
み
よ

税
務
課
長
兼
出
納
室
長

松

田

常

男

総
務
課
課
長
補
佐

松

本

重

幸

教
育
委
員
会
係
長

坪

井

泰

博

総

務

課

主

事

長

友

清

美

総

務

課

主

事

中

田

敦

士

住

民

課

主

事

宮

本

卓

税

務

課

主

事

上
野
弘
一
朗

住

民

課

主

事

柳

田

優

子

福
祉
課
主
事
補

山

下

歩

教
育
委
員
会
主
事
補

神

子

稔

邦

鈴

木

倫

子

神
子
家
素
恵

青
山
美
恵
子

中

野

敦

子

総
務
課
用
務
員

呑

口

早

苗

中

実
千
枝

岡
本
ひ
ろ
子

宮

下

朝

子

上

西

智

子

岡

久
美
子

★
生
比
奈
小
学
校

（
前

任

校
）

〈
転
入
者
〉

校

長

鳥

井

典

子

（
阿
南
市
新
野
西
小
学
校
）

教

諭

八

島

桂

子

（
徳
島
市
八
万
南
小
学
校
）

養
護
教
諭

仁

木

芳

子

（
那
賀
町
桜
谷
小
学
校
）

★
勝
浦
中
学
校

〈
転
入
者
〉

教

諭

郡

理

絵

（
那
賀
町
鷲
敷
中
学
校
）

教

諭

田

川

恭

子

（
徳
島
市
八
万
中
学
校
）

教

諭

福

良

毅

（
上
勝
町
上
勝
中
学
校
）

助

教

諭

大

津

昇

教
育
委
員
会
事
務
局
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

小
松
島
市
・
勝
浦
町
合
併

協
議
会
事
務
局
参
事

教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

総

務

課

長

住
民
課
課
長
補
佐

小
松
島
市
・
勝
浦
町
合
併

協
議
会
事
務
局
課
長
補
佐

総

務

課

係

長

町
職
員
人
事
異
動

（
平
成
17
年
４
月
１
日
付
け
）

税

務

課

主

事

小
松
島
市
・
勝
浦
町
合

併
協
議
会
事
務
局
主
事

産
業
振
興
課
主
事

福

祉

課

主

事

補

住

民

課

主

事

補

教
育
委
員
会
書
記

建

設

課

主

事

補

横

瀬

保

育

所

主

任

保

育

士

生
比
奈
保
育
所

主

任

保

育

士

生

比

奈

保

育

所

主

任

保

育

士

横

瀬

保

育

所

主

任

保

育

士

横
瀬
保
育
所
保
育
士

生
比
奈
保
育
所
保
育
士

生
比
奈
保
育
所
保
育
士

横
瀬
保
育
所
保
育
士

勝
浦
病
院
調
理
員

生
比
奈
保
育
所
調
理
員

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

生
比
奈
小
用
務
員

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

勝
浦
病
院
調
理
員

勝
浦
病
院
調
理
員

勝
浦
病
院
調
理
員

総

務

課

用

務

員

給
食
セ
ン
タ
ー
用
務
員

教
職
員
人
事
異
動

（
平
成
17
年
４
月
１
日
付
け
）
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情 報 ア ラ カ ル ト

五
月
十
六
日

か
ら
二
十
二
日

ま
で
の

一
週
間
は
、
「
春
の
行
政
相
談
強
調
週
間
」

で
す
。

行
政
相
談
強
調
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政

相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
行
政
相

談
委
員
が
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援
の

も
と
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
道
路
、
年
金
、
福
祉
介
護

等
に
加
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
付
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所

日

時

平
成
十
七
年
五
月
十
三
日

午
後
一
時
～
午
後
四
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

相
談
室

担
当
行
政
相
談
委
員

高

橋

嗣

男
さ
ん

相
談
内
容

道
路
（
道
路
標
識
の
見
直
し
、
凹
凸

の
解
消
）、
交
通
安
全
、
年
金
、
福

祉
、
介
護
保
険
、
登
記
、
農
林
水
産

商
工
、
社
会
教
育
、
郵
便
な
ど

時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

二

三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
と
保
護
者
）

内

容

育
児
相
談
事
業

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
よ
る
悩

み
相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
の

こ
と
で
困
る
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

一
人
で
悩
み
を
抱
え
ず
、
気
楽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
ね
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・

電
話
相
談

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

二

三
〇
七
七

編
集
中
で
あ
り
ま
し
た
「
勝
浦
町
誌
」
を

各
方
面
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
発
刊
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
「
勝
浦
町
誌
」
は
昭
和
五
十
五
年

か
ら
現
在
ま
で
の
町
内
の
歴
史
を
、
政
治
・

教
育
・
文
化
等
様
々
な
分
野
に
わ
た
っ
て
編

集
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

購
入
を
希
望
す
る
方
は
、
各
地
区
婦
人
会

の
班
長
さ
ん
が
ご
自
宅
ま
で
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

購
入
代
金

(

送
料
別
・
税
込
み)

(

町
内
の
方)

・
・
・
二
、〇
〇
〇
円

(

町
外
の
方)

・
・
・
四
、〇
〇
〇
円

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二

二
五
一
五

今
山
農
村
舞
台
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で

会
場
へ
お
運
び
く
だ
さ
り
、
阿
波
農
村
舞
台

と
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
（
邦
楽
・
朗
読
・
人
形

浄
瑠
璃
・
舞
踊
・
洋
楽
）
の
舞
台
芸
術
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

日

時

平
成
十
七
年
五
月
一
日

十
時
～
十
六
時
（
小
雨
決
行
）

場

所

今
山
農
村
舞
台

（
勝
浦
町
沼
江

今
宮
神
社
境
内
）

主

催

勝
浦
町

財
団
法
人
徳
島
県
文
化
振
興
財
団

今
山
農
村
舞
台
保
存
会

阿
波
農
村
舞
台
の
会

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二

二
五
一
五

阿
波
農
村
舞
台
の
会
事
務
局

〇
八
八

六
五
五

六
四
五
七

今
山
農
村
舞
台
公
演

春
の
行
政
相
談
強
調
週
間

お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
五
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

５月25日 ５月18日 ５月11日

★
園
庭
開
放

★
親
子
で
童
謡
遊
び
を
し
よ
う

講

師

中

洋

子

さ
ん

準

備

保
護
者
の
方
は
ズ
ボ
ン
で

お
願
い
し
ま
す
。

大
き
い
目
の
ハ
ン
カ
チ

一
枚

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
受
付
・
わ
ん
ぱ

く
だ
よ
り
配
布

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
参
加
に
つ
い
て

の
説
明

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

勝
浦
町
誌
販
売

勝 浦 町 誌

今山農村舞台
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

柔
道
部
よ
り

小
・
中
学
校
生

柔
道
部
員
初
心
者
募
集
!!

今
世
界
の
人
々
か
ら
大
人
気
の
柔
道
を

稽
古
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
く
学
ん
で

元
気
な
体
を
作
り
、
何
事
に
も
強
く
立
ち

向
え
る
人
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
今
す
ぐ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

町
教
育
委
員
会

二

二
五
一
五

ま
た
は

高
木

二

三
七
九
〇
ま
で

サ
ッ
カ
ー
部
よ
り

サ
ッ
カ
ー
部
員
募
集
！

Ｆ
Ｃ
勝
浦
（
仮
称
）
で
は
、
一
緒
に
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

十
六
歳
以
上
の
方

（
性
別
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
）

場

所

生
比
奈
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

日

時

毎
週
月
曜
日

午
後
八
時
～
午
後
十
時

連
絡
先

鈴
木

学

二

三
三
三
三
ま
で

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
管
理
記
念

と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

が
、
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
参

加
下
さ
い
。

日

時

平
成
十
七
年
五
月
十
五
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

会

場

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

二
階

会
議
室

参
加
資
格

勝
浦
町
在
住
者
及
び
関
係
者

段
・
級
位
の
確
認

競

技

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

表

彰

優
勝
・
準
優
勝
・
三
位

賞
状
・
賞
状
授
与

会

費

一
、〇
〇
〇
円
（
昼
食
代
込
み
）

申
込
先

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

二

三
三
〇
〇

参
加
締
め
切
り

五
月
十
日

勝
浦
町
子
育
て
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
（
通

称
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
）
で
は
、
平
成
十
五
年

度
か
ら
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
国
際

感
覚
の
育
成
の
た
め
の
英
会
話
教
室
を
開
講

し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
に
あ
た
り

新
規
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
領

受
講
日

毎
週
土
曜
日

講

師ト
ラ
ビ
ス

ア
ー
ロ
ン
フ

リ
ン
ク
さ
ん

（
ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ラ
ド
州
出
身
）

受
講
料

月
額
二
、〇
〇
〇
円
（
四
回
／
月
）

受
講
対
象
者
（
教
室
）

・
キ
ッ
ズ
（
四
歳
以
上
）
の
部

・
小
学
校
一
・
二
年
生
の
部

・
小
学
校
三
・
四
年
生
の
部

・
小
学
校
五
・
六
年
生
の
部

・
中
学
生
の
部

・
一
般
（
大
人
）
の
部

予
定
人
員

一
教
室

十
～
十
五
人

申
込
方
法

「
受
講
申
込
書
」
を
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

（
沼
江
）
又
は
役
場
福
祉
課
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
は
提
出
先
に
備
え
て
い
ま
す
）

申
込
締
切

五
月
十
三
日

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

四

二
〇
二
六

役
場
福
祉
課

二

一
五
〇
二

平
成
十
七
年
度

オ
ー
プ
ン
と
く
し
ま
ｅ
ー
モ
ニ
タ
ー
募
集
！

徳
島
県
で
は
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
見

直
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
新
た

な
県
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
と
し
て
、
「
オ
ー
プ

ン
と
く
し
ま
ｅ
ー
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
平
成

十
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
勝
浦
町
か
ら
平
成
十
七
年
度
オ
ー

プ
ン
と
く
し
ま
ｅ
ー
モ
ニ
タ
ー
を
男
女
一
名

ず
つ
募
集
し
ま
す
。

募
集
条
件

勝
浦
町
に
居
住
す
る
二
十
歳
以
上
の
方

(

平
成
十
七
年
四
月
一
日
現
在)

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員

及
び
職
員
で
な
い
方

・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
で
き
る
方

・
個
人
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス(

携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
除
く)

を
有
す
る
こ
と

・
メ
ー
ル
の
送
受
信
を
日
本
語
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
方

任

期

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

実
施
方
法

原
則
と
し
て
、
県
の
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
ペ
ー

ジ
の
専
用
ペ
ー
ジ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対

す
る
回
答
を
書
き
込
む
方
式
と
す
る
。

応
募
締
め
切
り

五
月
十
二
日

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

二

二
五
一
一

募

集

柔
道
部
員
募
集

英
会
話
教
室
新
規
受
講
生
募
集

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

新
緑

囲
碁
大
会
開
催

広
報
モ
ニ
タ
ー

柔道部練習風景
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平
成
十
七
年
度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

坂

本

黄

檗

坂

本

松

尾

坂

本

三

部

坂

本

下

与
川
内
宮
平

与
川
内
中
央

与
川
内
下
分

横

瀬

寺

谷

横

瀬

前

川

横

瀬

立

川

中

山

第

三

中

山

第

二

中

山

第

一

棚

野

大

谷

棚
野
石
倉
谷

久

国

星

谷

黒

岩

今

山

生

名

中

角

西

中

角

東

山

西

掛

谷

沼

江

石

原

集

落

名

森

敏

治

宮

田

新

二

佐

藤

啓

子

末

広

孝

好

押

栗

常

吉

高

橋

嗣

男

高

木

忠

藤

野

真

一

中

村

悟

稼

勢

和

夫

堀

毅

男

栗

城

武

夫

畑

名

耕

造

大

谷

昇

湯

浅

公

良

敏

鎌

謙

次

森

内

智

谷

脇

恒

雄

田

中

潤

福

本

博

之

長

田

喜

廣

三

崎

厚

克

真

木

右

八

湯

浅

忠

男

大

井

明

弘

松

下

一

一

代

表

者

勝
浦
町
内
で
の
行
事
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
や
地
域
や
学

校
な
ど
で
、
あ
な
た
の
身
の
回
り
の
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
と
こ
ま
を
ス
ナ
ッ
プ
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
写
真

勝
浦
町
内
で
撮
影
し
た
も
の
で
季
節
に
あ
っ

た
写
真
で
あ
れ
ば
テ
ー
マ
は
自
由

サ

イ

ズ

Ｌ
サ
イ
ズ
以
上

締
め
切
り

六
月
広
報
締
め
切
り

五
月
二
十
日

七
月
広
報
締
め
切
り

六
月
十
五
日

応
募
方
法

①
住
所

②
氏
名

③
電
話
番
号

④
写
真
の

場
所
等
を
添
え
て
役
場
総
務
課
ま
で
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

そ

の

他

①
た
て
・
よ
こ
は
自
由

②
デ
シ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
プ
リ
ン
ト

し
た
も
の
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

③
採
用
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

二

二
五
一
一

写
真
集
団

や
ま
び
こ
の
会
員
七
人
は
、

趣
味
で
写
真
を
と
っ
て
い
る
仲
間
の
あ
つ
ま

り
で
す
。
こ
の
趣
味
を
生
か
し
て
少
し
で
も

町
の
文
化
や
福
祉
の
環
境
づ
く
り
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
考
え
、
町
の
自
然
や
催
し
を
考

え
て
カ
メ
ラ
に
収
め
後
世
に
今
の
姿
を
引
き

継
ぎ
た
い
と
燃
え
て
い
ま
す
。
先
輩
・
子
供
・

そ
し
て
孫
の
た
め
に
一
期
一
会
の
世
界
で
。

※
現
在
、
私
た
ち
の
作
品
を
勝
浦
病
院
の
ロ
ビ
ー
・

老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
苑
の
廊
下
や
利
用
者
の
部

屋
（
五
十
五
枚
）
を
三
ヶ
月
に
一
度
取
替
え

四
季
を
通
じ
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
下
手
な

作
品
で
す
が
少
し
で
も
施
設
の
環
境
が
良
く

な
れ
ば
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先

写
真
集
団

や
ま
び
こ

代
表

岡

慶
次
郎

二

二
三
二
〇
ま
で

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
が
、
五
年

間
継
続
さ
れ
ま
す
。
中
山
間
地
域
の
農
振
農

用
地
に
お
い
て
、
あ
る
一
定
の
勾
配
以
上
の

農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人
々
が
五
年
間
集
落

協
定
に
従
っ
て
農
地
を
守
っ
て
い
く
と
い
う

約
束
の
基
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
交
付
金

の
概
ね
二
分
の
一
が
集
落
の
共
同
取
り
組
み

に
、
残
り
の
二
分
の
一
が
耕
作
者
に
交
付
さ

れ
る
制
度
で
す
。

同
制
度
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
集
落
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
よ
り
、
十
か
ら
十

五
年
先
の
集
落
の
目
標
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

方
向
性
の
認
識
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
交
付
金
は
集
落
活
動
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
段
階
的
単
価
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
か
ら
、
本
制
度
に
加
入
希

望
者
は
、
平
成
十
七
年
五
月
末
日
ま
で
に
、

各
地
区
の
集
落
代
表
者
を
通
じ
て
役
場
産
業

振
興
課
ま
で
申
し
込
み
、
集
落
協
定
に
参
加

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
集
落

代
表
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
農
業
者
年
金
受
給
者
は
同
制
度
に
該
当
し

ま
せ
ん
。

＊
集
落
協
定
に
基
づ
き
、
五
年
間
以
上
継
続

し
て
農
業
生
産
活
動
等
を
行
う
農
業
者
等
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
を

募
集
し
て
い
ま
す
!!

広
報

か
つ
う
ら

表
紙
写
真
募
集
！

～
あ
な
た
も
広
報
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

喜楽苑入所者の花見風景
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産業振興課

町単補助事業のご案内平成17年度

農業経営の合理化・近代化等を推進するため、勝浦町では各種補助

事業を設けていますので、積極的にご活用ください。

事業主体 事 業 内 容 採択基準および経費 補 助 率 申 込 先
す
る
団
体
、認
定
農
業
者
等

農
業
協
同
組
合
、農
業
者
の
組
織

小規模土地改良事業

農作業の省力化、軽労働化
等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない小規模な農用地の造
成、放任園の再開園、果樹園
および水田の平坦地化への改
良事業。

①でき上がり後の作目は、農業経営基盤強化
促進基本構想（平成６年３月制定）に定め
るもの。またはこれらの関連施設であること。

②造成後の有効利用面積が５ａ以上で、勾配は
各種のハウス栽培等が可能な10％以内とする。

③原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。

ほ場の造成改良に必要な農業用機械使用料と
石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 振 興 課

団
体
、認
定
農
業
者
等

農
業
者
の
組
織
す
る

園内道整備事業

農作業の省力化、軽労働化
等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない園内道の新設、改良
を行う事業。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上である
こと。

②原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。

園内道の新設、改良に必要な農業用機械使用
料と石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 振 興 課

団
体
、認
定
農
業
者
等

農
業
者
の
組
織
す
る

園内道舗装補助事業

国、県等が実施する補助事
業の採択基準に満たない園内
道の舗装を行い、軽労働化、
省力化を推進し、作業能率の
向上を図るもの。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上とする。
②生コンの厚さは、10㎝を標準とする。
園内道の舗装に必要な生コンクリート代

２分の１以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 振 興 課

農
業
協
同
組
合

畜産環境・土づくり
関連対策事業

町内家畜糞を原料とした良
質で安価な堆肥を安定的に耕
種農家に供給することにより
地力増進を図り、農家の経営
安定と畜産環境保全を図る。

①野菜、果樹等を栽培するために、堆肥を必
要とする農家であること。

②勝浦町畜産環境システム施設で製造の牛糞
堆肥または豚糞堆肥を使用すること。

③補助対象施肥量は、別表８に定める施用基
準の２分の１以上とする。

土づくりに必要な堆肥の供給代

10分の２以内

ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

１ 土地基盤整備事業

農
業
協
同
組
合

ハウス施設、大型トンネルを
設置した場合補助金を交付し、
施設園芸の振興を図る。

①補助対象規模は、１戸当たり２ａ以上。
②大型トンネル施設にあっては５ａ以上。
③自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。

補助対象事業費は、800万円を限度とし、別
表７の補助対象事業費を用いる。ただし、補助
対象事業費に満たないときは実事業費とする。

別表７の補助

対象事業費ま

たは実事業費

の10分の２以

内

ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

２ ハウス施設新設奨励事業

協
同
組
合

農

業

条件が悪く園内道等の設置が
できにくい園地等に園内道的な
役割をさせるもの。

新設およびレールの増設を対象とする。
事業限度額は、100ｍ当たり150万円までとす
る。

10分の２以内 ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

３ 単軌条運搬機導入事業

協
同
組
合

農

業

果樹労働の省力化を図るもの。①クローラ型、ホイル型は問わないが、導入
する園地の形状に合った有効活用ができる
型式とする。

②積載量は原則として250㎏～400㎏までとする。
小型動力運搬機代

10分の２以内
ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

４ 小型動力運搬機導入事業

協
同
組
合

農

業

施設園芸の振興を図るため、
暖房施設等の設備費に対し補助
し、収益の向上、経営の安定を
図る。

①自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。

②補助対象規模は、１施設当たり２ａ以上と
し、当該年度に１施設とする。

暖房施設の導入に要する経費

10分の２以内
ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

５ 農業用ハウス暖房施設導入事業

詳しいことは、勝浦町産業振興課（ ２―1505）またはＪＡ東とくしま勝浦統括支

所指導課（ ２―2521）までお問い合わせください。
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農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

農産物の貿易自由化の進展に
伴い、国際化社会の中で外国農
業との競争力強化を図るため、
国際化社会に対応できる人材の
育成を図る。

農業者の組織する団体で勝浦町内において
過去３年以上組織として活動していること。
①１組織の参加人員は５人以上とする。
②海外視察の目的等を記載した計画書を提出
し、町長の承認を得ること。

③同一団体の再度海外研修の申し出は、原則
として認めない。

④出発から帰着までの期間中における病気、
けが、盗難、事故等が生じても町は一切の
責任を負わないものとする。

⑤帰国後、視察報告書を作成するとともに発
表、投稿等に協力できること。

農業者育成研修に要する経費

１人当たりの

限度額を７万

円、若しくは

事業費の10分

の３以内のい

ずれか低い額

とする。

産業 振 興 課

６ 先進海外農業視察研修事業

協
同
組
合

農

業

耕作放棄地の減少に努めると
ともに、農地が持つ公益的機能
の維持と農村景観の保全を図る
ため、苗木の導入を支援する。

①労働力不足等により耕作を放棄しようとす
る農家

②導入樹種は、さくら、花桃、花梅等で農村の
景観形成に資するもの。

苗 木 代

２分の１以内
ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

７ 農地保全支援事業

貸
付
者

農

地

農地の流動化を促進するため、
賃貸借権を設定した場合に貸付
者に対し補助する。

５年以上の期間で賃貸借権を設定した場合
別表９の「農業委員会が定める標準小作料」
を基準とする。

10ａ当たり標準
小作料の５年間
の10分の２以内

産業 振 興 課

８ 農地利用集積流動化支援事業

農
業
者
等

認

定

家畜飼養管理に大きなウェー
トを占める給餌作業を機械化す
ることにより省力化し、畜産農
家の経営の安定を図る。

畜種ごとにおおむね
酪農・成牛 20頭 養 豚 200頭
肉 用 牛 60頭 採卵鶏・成鶏 1，000羽
以上を常時飼養する専業または複合経営農

家とする。
給餌作業の機械化に要する経費

10分の２以内

とし、上限は

50万円とする。
産業 振 興 課

９ 家畜自動給餌機技術導入事業

認
定
農
業
者
等

新たに農業を始めようとする
青年等に対し、経営を開始する
際の準備資金を助成することに
よって就農を支援する。

①勝浦町に住所ならびに事業地（ほ場）を有
する者または有することが確実である者

②国の制度資金である「就農支援資金」の
「就農施設等資金」を活用し、自立した農
業経営を開始する者または開始している者
月額６万円とし、貸付日の翌月から12か月

４半期ごとに交付する。

産業 振 興 課

10 新規就農者支援事業

農
業
者
等

認

定

町の実施方針に基づく隔年結
果対策（交互結実栽培）を支援
する。

フィガロン乳剤1,000倍・500リットル／10ａ
散布を基準とする。
フィガロン乳剤購入費

２分の１以内 ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

11 みかん産地活性化事業

農
業
者
等

認

定

新技術等の地域への普及を図
ることを目的とする。

地域に普及していない先導的な生産技術等の
導入にチャレンジしようとする活動に支援す
る。
新技術等の導入に要する経費

10分の２以内

産業 振 興 課

12 チャレンジ営農支援事業

農
業
者
等
認
定

農地・農業用施設保全のため
の補修工事を支援する。

①補助災害復旧事業の採択基準に満たない工
事及び維持補修工事

②機械施行の場合は、町有ブルドーザー（パ
ワーショベル）を利用すること。
町有農業用機械使用料及び石積等経費（町
の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は

20万とする。 産業 振 興 課

13 農地・農業用施設補修事業
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「情報化の時代」といわれる現在、私たちの周りでは、パソコンや携帯電話の普及により勝浦町にいな

がらさまざまな情報を入手したり、ショッピングなどを楽しんだりすることができるようになりました。

このように高度情報化社会が進展したことにより、都市部では光ファイバ網の整備によるケーブルテレ

ビなどいろいろなサービスが民間企業により提供されています。

しかし、勝浦町のような中山間地域では、採算性などの理由により民間企業の参入が難しく、このままで

は都市部との情報格差がますます広がることになります。

また、2011年（平成23年）には、地上テレビ放送が現在のアナログ波からデジタル波へと完全移行され

ることにより、関西からのテレビ放送が受信できずＮＨＫ徳島や四国放送しか見えなくなる可能性があり

ます。

このようなことから、勝浦町においても都市部と変らない情報通信サービスを受けて快適に暮らせるま

ちづくりを行うために、町内の情報化の現状と町民の皆さんのご意見を伺い、地域情報化の整備を推進す

る資料として、本年1月にアンケート調査を実施しました。

アンケート調査は、2，115世帯に対して行い1，045世帯（回答率49.4％）からの回答をいただきました。

発送から回答まで短期間にもかかわらず、多数の住民の方からのご回答ありがとうございました。

問い合わせ 役場総務課 ２ 2511

地域情報化に関する
アンケート調査集計結果について

２ 回答者の年齢別１ 回答者の性別

40代

17％

無回答 0％
10代 1％

20代 4％

30代 8％

50代

27％

60代

24％

70代

15％

80代以上 4％

区 分 回答数（人）

10代 8

20代 39

30代 84

40代 176

50代 280

60代 256

70代 161

80代以上 40

無回答 1

男 性

72％

女 性

28％

無回答 0％

区 分 回答数（人）

男性 750

女性 292

無回答 3

３ テレビの受信状況 ４ テレビの受信方法

無回答 2％

よ い

48％あまりよくない

39％

悪い 11％

区 分 回答数（人）

よい 508

あまり
よくない

403

悪い 113

無回答 21

自設のアンテナ

34％

その他

26％

無回答

17％

共聴組合（テレビ組合）に
加入している 23％

区 分
回答数
（人）

共聴組合（テレビ組
合）に加入している 182

自設のアンテナ 274

その他 206

無回答 136
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７ 情報化施策に対する要望

■役場まで行かなくても、近くの公共施設や家庭か
ら、行政への申請、届出ができるようになる。

■救急医療の情報を家庭からいつでも見ることがで
きる。

■勝浦町内のイベント案内を近くの公共施設や家庭
から見ることができる。

■電子メールで各種相談や町政についての問い合わ
せができる。

□学校行事や町議会などを家庭にいながら見ること
ができる。

■地震、台風や火事などの災害発生状況や避難情報
を手に入れることができる。

■地震、台風や火事などの緊急情報が役場から各家
庭に放送される。

■各家庭をつないだケーブルテレビのネットワーク
を利用して、格安に電話(IP電話)ができる。

■その他

（人）

○ ＣＡＴＶのメリット、デメリットをもう少しわかりやすく知らせて欲しい。

○ ケーブルテレビと同時に高速インターネットのサービスを受けられるように早急に整備して欲しい。

○ 老後は、近くでテレビ、インターネットを楽しみにしているので整備、普及して欲しい。

○ ネット社会になりつつあるのに、勝浦では市内と比べて思うように使えず、今以上に若者は減ると思

う。

○ ケーブルテレビの加入料８万円や月々の使用料がかかり、家計への負担となるので補助等の検討をし

て欲しい。

○ 高齢者に対するパソコン、インターネットの講習会をして欲しい。

○ 地上波デジタル放送では、四国放送、ＮＨＫ，ＮＨＫ教育の３局だけでなく、今までと同様に関西ロー

カルテレビが映るようにして欲しい。

○ 広報、広聴、防災など、行政情報をいち早く流せる体制を整えて欲しい。

○ 現在、テレビの写りは非常に悪く、デジタル化により、きれいな画面を見られるようにして欲しい。

５ インターネット利用の
関心度

６ ケーブルテレビ加入の
関心度

８ 情報化に対する意見

加入したい

41％

将来的に加入したい 12％

内容・様子を
見てから
31％

加入しない 10％
無回答 6％

区 分
回答数
（人）

加入したい 431

将来的に加入
したい 127

内容・様子を
見てから

320

加入しない 107

無回答 60

区 分
回答数
（人）

利用する 493

将来的に利用
予定 91

内容・様子を
見てから利用

289

利用しない 79

無回答 93

利用する

46％

将来的に利用予定 9％

内容・様子を
見てから利用

28％

利用しない 8％
無回答 9％

��5

6 �
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まちかど散歩みちmachikado sanpomichi

平
成
十
七
年
一
月
二
十
六
日
に
死
去
さ
れ
ま
し
た
横
瀬
の

小
出
喜
三
夫
氏
（
元
勝
浦
中
学
校
長
）
に
対
し
、
従
五
位
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

小
出
氏
は
、
三
十
八
年
間
と
い
う
長
年
に
わ
た
り
教
育
者

と
し
て
児
童
、
生
徒
の
教
育
に
専
念
し
、
知
・
徳
・
体
の
調

和
の
取
れ
た
人
間
性
豊
か
な
児
童
、
生
徒
の
育
成
を
目
指
し

て
地
域
と
保
護
者
と
の
連
携
を
密
に
し
、
学
校
教
育
及
び
社

会
教
育
両
面
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
後
は
同
和
教
育
の
振
興
に
取
組
み
、
徳
島
県
社
会
同

和
教
育
指
導
員
と
な
り
、
同
和
対
策
特
別
措
置
法
の
精
神
に

の
っ
と
っ
た
、
社
会
同
和
の
実
践
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
勝
浦
町
社
会
同
和
教
育
指
導
員
と
な
り
、
各
地
域
に

出
向
き
、
指
導
し
て
顕
著
な
実
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
叙
位
に
敬
意
を
表
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

内閣総理大臣から小出喜三夫氏に贈られた叙位

勝浦町地域の安全を守る会（会長 中西

文夫氏）から、登下校時の児童や生徒の身

を不審者から守るため、町内の小学校新入

学生へ、防犯ブザー40個が寄贈されました。

小学校では不審者に遭遇するなど児童が

危険を感じたときにすぐに使用できるよう、

登下校時にはランドセルに掛けるよう指導

しています。

中西会長から横瀬小学校吉岡校長に防犯ブザーを贈呈

勝浦町地域の安全を守る会が

小学校に防犯ブザーを寄贈

〇
八
八

六
二
三

〇
六
一
一

役
場
住
民
課

二

一
五
〇
一

消
費
者
の
豆
知
識
⑮

消
火
器
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

子供の安全を守る活動

従五位
故小出喜三夫氏に

最
近
、
商
店
な
ど
の
自
営
業
の
方
の
消
火
器
の
契

約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
消
火
器
の
点
検
に
き
ま
し
た
」
と
い
つ
も
取
引

の
あ
る
消
火
器
販
売
業
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ

せ
て
、
「
消
火
器
の
点
検
を
し
ま
す
」
「
新
し
い
消
火

器
が
必
要
で
す
」
な
ど
と
言
い
、
契
約
を
締
結
さ
せ

高
額
な
金
額
を
請
求
す
る
と
い
う
手
口
で
す
。

対
処
法
と
し
て
は
、
こ
の
場
合
、
訪
問
販
売
に
当

た
る
の
で
契
約
書
受
領
日
か
ら
八
日
間
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
契
約
者
が
個
人

で
な
く
事
業
者
に

な
っ
て
い
る
と
、

こ
の
制
度
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

事
業
者
間
で
契

約
す
る
場
合
は
、

契
約
書
を
よ
く
読

み
、
十
分
に
検
討

し
た
上
で
契
約

す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー



老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
要
件
を
満
た
す
に
は
、

最
短
で
も
二
十
五
年
間
と
い
う
長

い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
い
被
保
険
者

期
間
の
う
ち
に
は
、
失
業
等
に
よ
っ

て
一
時
的
に
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
に
な
る
時
期
が
生
じ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
か
た
の
た
め
に
、
国
民
年
金

に
は
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
の
免
除
に
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
要
件
に

該
当
す
れ
ば
当
然
に
保
険
料
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る
法
廷
免
除
と
、

所
得
が
低
い
な
ど
の
理
由
で
申
請

を
行
い
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
申
請
免
除
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
に
は
保
険
料
の
全
額
免

除
と
半
額
免
除
の
二
つ
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
二
年

四
月
か
ら
は
、
学
生
で
あ
る
被
保

険
者
に
つ
い
て
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
す
る
学
生
納
付
特

例
制
度
が
、
ま
た
、
今
年
四
月
か

ら
は
二
十
歳
代
の
若
年
者
を
対
象

に
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
若
年
者
猶
予
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

年
金
額
を
計
算
す
る
と
き

は
、
法
廷
免
除
お
よ
び
全

額
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

は
そ
の
三
分
の
一
の
期
間
で
、
半

額
免
除
を
受
け
た
期
間
で
半
額
を

納
付
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
納
付

し
た
期
間
の
三
分
の
二
の
期
間
で

そ
れ
ぞ
れ
計
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

学
生
納
付
特
例
と
若
年
者
猶
予
の

承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
な

い
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
等
の
期
間
に
つ
い

て
は
、
こ
う
し
た
取
扱
い
と
な
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
す
る
こ

と
は
被
保
険
者
に
と
っ
て
は
必
ず

し
も
有
利
と
な
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
期
間
に
つ
い

て
、
遡
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
設
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
通
常
、

二
年
以
内
に
納
付
し
な
け
れ
ば
時

効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
が
、
保
険
料
免
除

等
の
期
間
に
つ
い
て
は
十
年
前
の

分
ま
で
遡
っ
て
追
納
す
る
こ
と
が

で
き
、
追
納
さ
れ
た
保
険
料
免
除

等
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額

を
計
算
す
る
と
き
に
は
保
険
料
納

付
済
期
間
と
し
て
取
扱
わ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
追
納
を
す
る
と

き
に
は
、
社
会
保
険
事
務

所
に
「
国
民
年
金
保
険
料
を
追
納

し
た
い
」
と
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
追
納
保
険
料
の
納
付

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
銀
行
・

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所

〇
八
八
―
六
五
二
―
三
一
一
一

役
場
住
民
課
年
金
係

二
―
一
五
〇
一

15

答

答

現
在
、
私
は
大
学
生
で
す
。

収
入
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
去
年
か
ら
学
生
納
付

特
例
制
度
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の

納
付
を
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
免

除
さ
れ
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

将
来
も
ら
え
る
年
金
額
が
少
な
く

な
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
本
当

で
し
ょ
う
か
。

問

保
険
料
の
免
除
制
度
に
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
で
す
か
。

問

年
金
を
も
ら
う
と
き
、
免

除
さ
れ
た
期
間
は
ど
ん
な

取
扱
い
に
な
る
の
で
す
か
。

問

保
険
料
を
追
納
す
る
に
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手

続
き
が
必
要
に
な
る
の
で
す
か
。

問

答

答

国民年金あなたの場合
～国民年金保険料の追納～
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ククリリーーンン情情報報

平成17年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。今年度は

これが最後ですので受けていない方は最寄りの場所で必ず受けてください。

犬 の 登 録 と

狂犬病予防注射のお知らせ

○登録料 3,000円
○注射料 3,000円

狂犬病予防注射は飼い主の義務です。必ず受

けるようにしてください。

飼い犬は生涯に１回の登録と毎年１回の狂犬病
予防注射を受けましょう。

問い合わせ

役場住民課 ２―1501

狂犬病について

狂犬病は、現在日本では発生していませんが、外

国では発生例が伝えられています。外国からの輸入

動物が多い現在、狂犬病も感染する恐れがあります。

月日 場 所 時 間

五

月

十

五

日

坂 本 郵 便 局 前 午後 １:00～１:10

JA 坂 本 事 業 所 前 １:15～１:25

与川内消防詰所前 １:30～１:40

徳バス横瀬営業所前 １:45～１:55

J A 勝 浦 支 所 前 ２:00～２:10

中 山 消 防 詰 所 前 ２:15～２:25

勝 浦 会 館 ２:30～２:40

大森良樹さん宅南 ２:45～２:55

古 山 商 店 横 ３:00～３:10

J A 生 比 奈 支 所前 ３:15～３:25

農 村 婦 人 の 家 ３:30～３:40

生 名 セ ン タ ー 前 ３:45～３:55

平成17年度

狂犬病予防注射日程表

町内の各地区の花壇やゴミの集積所周辺に

花などを植えつけ、管理をされ環境美化にご

協力いただける（ボランティアで活動する）

団体に、予算の範囲内で事業費の一部を助成

いたします。

助成を受けようとする団体は、住民課備え

付けの申請書に必要事項をご記入のうえ、５

月末日までにお申し込みください。

問い合わせ
役場住民課 ２―1501

狂犬病予防注射＝役場前

地区での花づくり風景

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

環境美化花づくり

補助金について
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５月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（10日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（17日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（24日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（31日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

５月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（９日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（16日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（23日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店跡地前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（30日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

五
月
七
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

五
月
十
四
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

二

一
五
〇
一

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

●

五
月
十
一
日

●

五
月
二
十
五
日
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私
に
は
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が
い

ま
す
。
や
さ
し
い
子
や
お
も
し
ろ
い

子
、
静
か
な
子
、
に
ぎ
や
か
な
子
な

ど
、
様
々
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
子

た
ち
で
、
一
緒
に
い
る
だ
け
で
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
私
は
、

友
達
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
な
い
で
、

悪
い
と
こ
ろ
ば
か
り
を
見
て
し
ま
い

ま
す
。
な
ぜ
、
良
い
と
こ
ろ
を
な
か

な
か
見
つ
け
ら
れ
ず
、
見
た
く
も
な

い
悪
い
と
こ
ろ
ば
か
り
見
え
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
結
果
、
け

ん
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
ま

で
、
い
つ
も
こ
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

だ
か
ら
私
は
今
、
で
き
る
だ
け
人
の

良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
、
人
間
関
係

で
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時
は
、

最
初
か
ら
誰
か
を
責
め
る
の
で
は
な

く
、
ま
ず
自
分
が
悪
く
な
か
っ
た
か

と
反
省
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
人
の
良

い
と
こ
ろ
が
見
え
て
く
る
と
思
う
か

ら
で
す
。
ま
た
、
今
後
は
自
分
か
ら

努
力
し
て
、
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を

伸
ば
し
、
悪
い
と
こ
ろ
を
少
し
ず
つ

な
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
の
よ

う
に
私
自
身
が
、
変
わ
ろ
う
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
小
学

校
の
時
の
経
験
が
あ
る
か
ら
で
す
。

小
学
校
の
時
、
私
に
は
親
友
が
で

き
ま
し
た
。
休
み
時
間
に
な
る
と
、

い
つ
も
二
人
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
緒
に
い
る
だ
け
で
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
子
は
と
て
も

明
る
く
や
さ
し
い
子
で
し
た
。
よ
く

相
談
相
手
に
も
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
が
落
ち
込
ん
で
い
る
時
は
、
私
の

良
い
と
こ
ろ
を
言
っ
て
は
げ
ま
し
て

く
れ
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
女
が

落
ち
込
ん
で
い
る
時
は
そ
の
逆
で
し

た
。
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
に
助
け

合
う
仲
で
、
私
に
と
っ
て
最
高
の
友

達
で
し
た
。
し
か
し
あ
る
日
、
い
ろ

い
ろ
な
嫌
な
う
わ
さ
が
広
が
り
ま
し

た
。
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
親
友
の

悪
口
ば
か
り
で
信
じ
た
く
な
い
話
し

で
し
た
。
そ
の
う
わ
さ
を
聞
く
こ
と

が
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
し
か

し
、
私
も
そ
の
時
か
ら
少
し
ず
つ
、

彼
女
の
悪
い
と
こ
ろ
が
目
に
つ
く
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
以
前
は
た

く
さ
ん
の

良
い
と
こ
ろ
が
見
え
て

い
た
の
に
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。
そ

れ
か
ら
数
日
た
っ
て
、
私
達
は
大
き

な
け
ん
か
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
約
二
ヵ
月
間
会
話
を
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
毎
日
顔
を
見
合
わ
せ

て
も
、
お
互
い
無
視
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
学
校
に
も
行
き
た
く
な
く

な
り
、
以
前
の
よ
う
に
笑
え
な
く
な

り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
初
め
て
気

付
き
ま
し
た
。
彼
女
と
い
つ
も
一
緒

に
い
た
か
ら
楽
し
か
っ
た
と
い
う
事

を
。
そ
れ
で
私
は
自
分
か
ら
謝
ろ
う

と
決
意
し
ま
し
た
。
次
の
日
、
私
が

謝
ろ
う
と
し
た
ら
、
彼
女
の
方
か
ら

急
に

「
ご
め
ん
。
私
が
悪
か
っ
た
。」

と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
す
か
さ
ず
私

も
、

「
ご
め
ん
。」

と
言
い
仲
直
り
を
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
毎
日
楽
し
く
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
つ
ら
い
経
験
を
し
た
か
ら

こ
そ
、
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

に
自
分
を
変
え
よ
う
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
友
達
が

で
き
、
中
学
生
に
な
っ
て
さ
ら
に
増

え
ま
し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
中

学
生
活
に
慣
れ
た
こ
ろ
か
ら
つ
い
最

近
ま
で
、
人
の
嫌
が
る
あ
だ
名
を
付

け
て
笑
う
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
傷

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
も
あ
だ

名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

み
ん
な
が
、
注
意
し
合
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
毎
日
、
帰
り
の
学
活
で

各
班
ご
と
に
、
反
省
す
る
よ
う
に
な
っ

て
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

一
年
一
組
の
学
級
目
標
は
、
『
人
に

や
さ
し
く
』
で
す
。
こ
れ
は
四
月
の

初
め
に
み
ん
な
で
決
め
ま
し
た
。
こ

の
ク
ラ
ス
は
、
先
生
と
も
仲
が
良
く

口
は
悪
い
の
で
す
が
、
実
際
は
い
じ

め
の
な
い
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
す
。
私

は
こ
れ
か
ら
も
ク
ラ
ス
の
一
員
と
し

て
、
困
っ
た
時
は
お
互
い
に
助
け
合

え
る
ク
ラ
ス
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

お
も
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
私
に
と
っ
て
、
か
け
が

え
の
な
い
も
の
は
「
友
達
」
だ
か
ら

で
す
。
こ
れ
ま
で
け
ん
か
も
し
た
け

れ
ど
み
ん
な
最
高
で
す
。
昔
は
「
け

ん
か
す
る
ほ
ど
仲
が
い
い
」
と
い
う

言
葉
を
ば
か
に
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
け
ん
か
に
よ
っ

て
、
そ
の
人
の
良
さ
が
改
め
て
分
か
っ

て
く
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

「
自
分
が
悪
口
を
言
わ
な
か
っ
た
ら

み
ん
な
が
自
分
の
所
に
寄
っ
て
く
る
。」

と
母
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
す
。
「
み

ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」
同
じ

人
が
い
て
も
楽
し
く
な
い
。
自
分
と

違
う
人
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
楽
し
い

の
で
す
。
私
は
そ
ん
な
友
達
と
、
い

つ
も
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
る
親
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

平
成
十
六
年
度
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県

大
会
入
賞
作
品
集
よ
り

みんな違ってみんないい



図書館だより

平成16年度の図書館利用者数は31,399人です。

県立図書館との連携を密にして皆さまのご要望に

応じられるよう務めていきたいと思っております。

本年度もなお一層ご利用くださいますようお願

い申し上げます。

開館
日数

利 用 者 数 貸 出 冊 数

月 当 月 累 計 １日平均 当 月 累 計 １日平均

4 25 2,588 104 3,532 142

5 26 2,627 5,215 102 3,756 7,288 145

6 25 2,526 7,741 102 3,146 10,434 126

7 26 3,228 10,969 125 3,844 14,278 148

8 26 3,139 14,108 121 3,957 18,235 153

9 25 2,583 16,691 104 3,098 21,333 124

10 25 2,515 19,206 101 3,134 24,467 126

11 24 2,397 21,603 100 3,173 27,640 133

12 24 2,268 23,871 95 2,670 30,310 112

1 24 2,473 26,344 104 3,228 33,538 135

2 24 2,565 28,909 107 3,149 36,687 132

3 26 2,490 31,399 96 3,117 39,804 120

開館
日数

ＶＴＲ貸出 Ｃ Ｄ 貸 出 貸 出 合 計

月 当 月 累 計 当 月 累 計 当 月 累 計

4 25 858 74 4,464

5 26 884 1,742 67 141 4,707 9,171

6 25 789 2,531 54 195 3,989 13,160

7 26 853 3,384 82 277 4,779 17,939

8 26 955 4,339 76 353 4,988 22,927

9 25 764 5,103 60 413 3,922 26,849

10 25 794 5,897 65 478 3,993 30,842

11 24 697 6,594 61 539 3,931 34,773

12 24 609 7,203 76 615 3,355 38,128

1 24 645 7,848 80 695 3,953 42,081

2 24 754 8,602 53 748 3,956 46,037

3 26 756 9,358 46 794 3,919 49,956

新着図書の一部紹介

駆けこみ交番

乃 南 ア サ

新米警察官・高木

聖大はなぜかお手柄

続き。管内のシルバー

パワー七人衆に可愛

がられるうち、十数

年来の因縁の事件を

解く鍵を掴んで･･･。

篠山早春譜 ―高瀬川女船歌― 澤田ふじ子

半島を出よ 上・下 村上 龍

とっても不幸な幸運 畠中 恵

青に捧げる悪夢 恩田 陸 他

いい女 藤本ひとみ

告 白 町田 康

空耳アワワ 阿川佐和子

骨 肉 明野 照葉

君を乗せる舟 ―髪結い伊三次捕物余話―

宇江佐真理

蛇の王―ナーガ・ラージ― 東郷 隆

海は哀し 内村 幹子

奇 跡 ―風聞・天草四郎― 立松 和平

リネンとかごとヒヤシンス 雅 姫

梅名人・藤巻あつこ秘伝の梅仕事 藤巻あつこ

その他新着図書

平成16年度図書館利用状況

★
お
は
な
し
会

二
十
二
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
幼
児
室

★
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

○
印
（
左
カ
レ
ン
ダ
ー
）

★
休
館
日

○
印
（
左
カ
レ
ン
ダ
ー
）

★
図
書
館
が
閉
っ
て
い
る
時
の
返
却
本

は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

五
月
の
行
事

★ ５ 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１
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春
の
雪
寺
の
仏
間
の
仄
明
り

ぼ
ん
ぼ
り
が
趣
そ
へ
し
夜
の
桜

坂
本

美

馬

直

枝

札
納
め
温
泉
宿
に
春
を
惜
し
み
け
り

さ
み
ど
り
の
柿
の
芽
太
く
雨
上
が
る

三
渓

中

林

祥

子

風
も
無
く
散
る
あ
ざ
や
か
な
桜
か
な

長
雨
や
何
の
苦
も
な
く
雨
蛙

横
瀬

西

素

人

万
作
の
花
の
ど
こ
か
が
咲
き
忘
れ

黒
板
を
大
き
く
拭
い
て
卒
業
す

横
瀬

日
下
智
世
子

病
院
の
庭
の
桜
も
ち
ら
ほ
ら
と

春
め
い
て
小
鳥
さ
え
ず
り
楽
し
そ
う

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

ぼ
ん
ぼ
り
の
色
の
緑
に
花
の
夜

野
地
蔵
に
ペ
コ
リ
脱
帽
新
芽
立
つ

生
名

石

田

白

萩

櫻
道
そ
ぞ
ろ
歩
き
て
朧
月

春
の
夢
さ
め
て
青
春
懐
か
し
く

生
名

小

西

典

子

寺
と
宮
同
じ
境
内
若
葉
冷
え

燕
来
る
閉
店
シ
ャ
ッ
タ
ー
下
り
し
ま
ま

生
名

丸

山

香

月

シ
ャ
ボ
ン
玉
賛
否
の
町
に
花
提
灯

巣
立
つ
娘
の
紺
の
袴
に
白
き
足
袋

中
角

岡
本
ハ
ツ
エ

一
幹
の
枝
に
も
遲
速
渓
の
梅

追
伸
の
母
の
一
筆
春
便
り

掛
谷

駒
津
こ
つ
ゆ

山
菜
の
会
に
椿
の
て
ん
ぷ
ら
も

し
ば
ら
く
は
時
を
忘
れ
て
花
の
下

沼
江

大

川

富

美

木
の
芽
時
雨
呼
ぶ
風
が
ま
た
雲
が

晴
れ
や
ら
ぬ
心
や
花
の
山
に
来
て

沼
江

中
井
清
二
郎

下
萌
や
棚
田
の
村
の
コ
ン
サ
ー
ト

桃
の
花
札
所
の
塔
の
遙
か
な
り

坂
本

新

居

晋

里
の
宿
都
会
育
ち
に
初
わ
ら
び

合
併
の
話
こ
じ
れ
て
山
笑
う

坂
本

山

口

昭

市

写
生
す
る
学
生
ひ
と
り
山
笑
う

蕨
野
や
変
わ
る
が
わ
る
に
人
の
来
て

坂
本

板

東

征

二

囀
り
や
音
痴
ら
し
き
も
雑
り
い
て

献
立
は
蕨
づ
く
し
の
山
住
い

坂
本

新

居

雄

彦

下
戸
二
人
わ
ら
び
つ
ま
み
て
足
る
夕
べ

つ
つ
ま
し
く
峡
で
老
い
け
り
蕨
狩
り

坂
本

仙

才

良

子

草
萌
え
て
赤
き
母
子
の
ス
ニ
ー
カ
ー

鍬
杖
に
腰
を
伸
ば
せ
ば
山
笑
う

坂
本

池

谷

武

久

下
萌
や
家
族
皆
出
て
苗
木
植
え

坂
本

椋

井

輝

子

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
の
作
品

次
回
作
品
募
集

五
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

六
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

今
回
は

｢

男
ら
し
さ｣

、｢

女
ら
し
さ｣

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

世
間
一
般
に
、｢

女
ら
し
さ｣

の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
や
す
い

と
考
え
ら
れ
る｢

思
い
や
り｣

や｢

優
し
さ｣

は
、
男
性
も
持
っ
て
い

ま
す
し
、｢

男
ら
し
さ｣

の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
考
え

ら
れ
る｢

決
断
力
が
あ
る｣

と
か｢

責
任
感
が
あ
る｣

な
ど
の
資
質
は

社
会
活
動
の
中
で
は
一
般
的
に
男
女
と
も
に
求
め
ら
れ
ま
す
。｢

男

ら
し
さ｣

、｢

女
ら
し
さ｣

は
男
女
と
も
に
備
え
て
い
る
資
質
も
あ
る

よ
う
で
す
。

同
じ
絵
を
見
て
も｢

き
れ
い｣

と
感
じ
る
か
ど
う
か
が
人
そ
れ
ぞ

れ
違
う
よ
う
に
、
感
じ
方
や
考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
す
。

そ
れ
が
個
性
で
あ
り
特
性
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
は
、
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
個
性
や
考
え
方
を
、

｢

男
だ
か
ら｣

、｢

女
だ
か
ら｣

で
は
な
く
、｢

ひ
と
と
し
て｣

尊
重
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。｢

男
だ
か
ら｣

｢

女
だ
か
ら｣

決
め
ら
れ
た
レ
ー
ル
に
し
か
乗
れ
な
い
の
で
は
な
く
、

一
人
の
人
間
と
し
て
、
自
分
が
決
め
た
レ
ー
ル
に
乗
る
こ
と
が
で

き
る
、
そ
ん
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て
⑲
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国保と医療費

歳 出

714,334
千円

保険給付金（医療費等）
414,794千円

老人保健拠出金等
142,647千円

予備費

100,000千円

総務費 8,709千円

保健事業費 6,376千円

その他 12,600千円

介護納付金 29,208千円

この制度は、世帯主＋その世帯の被保険者の合計所

得<33万＋35万>×被保険者数の条件を満たしている世

帯の均等割額と平均割額の合計の20％が減額される制

度です。

該当する世帯には、申請書を送付しますので記入・

押印のうえ、締め切り日までに勝浦町税務課へ提出し

てください。

提出がない場合は、軽減が受けられませんのでご注

意ください。なお、７割・５割軽減につきましては、

申請は必要ありません。

※各軽減は、平成16年中の所得申告を済ませていな

いと受けることができません。まだ申告をされて

いないかたは、必ず、申告を行ってください。

国民健康保険税
２割軽減制度について

国民健康保険被保険者証の

更新をまだ済まされていない

人は、旧の保険証をご持参の

上、勝浦町税務課まで至急

お越しください。

平成17年度

国保会計当初予算

国民健康保険税
187,288千円

歳 入

714,334
千円

国県支出金
261,947千円

繰越金

147,418千円

交付金
73,252千円

その他 665千円
一般会計繰入金 43,764千円

40歳から64歳の介護保険料は、国保税として徴収します。
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の保健行事 〈問い合わせ 役場福祉課保健師 2-1502〉

み ん な の 健 康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

６ 金 経口ポリオ生ワクチン投与 13:00～14:00
農村環境改善

セ ン タ ー

平成９年11月７日～
平成17年２月６日まで
に生まれた子

予 診 票
母子健康手帳
予防接種手帳

７ 土 ふ れ あ い 教 室 10:00～14:00 棚野集会所 乳幼児・児童とその家族 エ プ ロ ン

16 月 健康相談・体脂肪測定 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

20 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成13年11月１日～
平成14年２月28日まで
に生まれた子

健 康 診 査 票
母子健康手帳

27 金
離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30 農村環境改善

セ ン タ ー

平成16年10月１日～
平成17年３月31日まで
に生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00

6/1 水 総 合 健 診 ８:00～10:00 星谷集会所 40歳以上の住民 問 診 票

５月 勝浦郡夜間救急当番表
５月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月５日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

５月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月９日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

５月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月17日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

５月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月25日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

５月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月31日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

県
で
は
、
県
下
を
東
部
、
西
部
、
南
部
の
三

つ
の
地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
小
児
救
急
医

療
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
は
南
部
地
域
に
含
ま
れ
、
拠
点
病
院

と
し
て
徳
島
赤
十
字
病
院
に
お
い
て
、
三
百
六

十
五
日
、
二
十
四
時
間
体
制
で
小
児
科
専
門
医

が
対
応
し
て
い
ま
す
。

な
お
受
診
さ
れ
る
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
電

話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

徳
島
赤
十
字
病
院

小
松
島
市
中
田
町
字
新
開
二
八
―
一

〇
八
八
五
三
―
二
―
二
五
五
五

利
用
さ
れ
る
保
護
者
の
方
へ

日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
の
健
康
管
理
を
行
う
上

で
、
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
救
急
医
療
は
臨
時
、
応
急
的
な
処
置
と

な
り
ま
す
の
で
、
次
の
日
に
は
か
か
り
つ
け
医

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

小
児
救
急
を
は
じ
め
と
す
る
救
急
医
療
情
報
を
、

徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
医
療
と
く
し
ま
情
報
箱
」

(http://www.iryo.pref.

tokushima.jp)

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

徳
島
の
小
児
救
急
医
療
体
制

に
つ
い
て

マムシに かまれたら
５月～10月にかけてはマムシの出没期です。もし、

マムシにかまれたら応急処置をして、一刻も早く医
師の診断を受けましょう。

☆傷口より心臓に近いところを強くしばる。
☆ 15分に１回は、しばりを解いて血を通し

またしばる。

勝 浦 病 院（勝浦町棚野）
08854－２－2555

福 原診 療所（上勝町福原）
08854－６－0302

上勝町診療所（上勝町正木）

08854－４－5010

応 急 処 置

血清の保管場所
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インフルエンザの予防接種の取りまとめを

今年度は、総合健診の申し込みと同時に実施します。

保 健 だ よ り

平成
17年度

インフルエンザの発生は、通常11月から12月ごろに始まり、翌年１月から３月ごろに患者数が増加し、ピー

クを向え、それ以降、減少していくパターンを示します。

インフルエンザの症状は、38度以上の高熱・頭痛・全身の倦怠感・関節痛などで普通の風邪に比べて全身症

状が強いのが特徴です。気管支炎や肺炎などを合併し、重症化することがあります。

インフルエンザの予防には、流行前に予防接種を受けることが大切です。

申し込み

方 法

希望される方は、総合健診の申し込みと同時に配布されるインフルエンザ申

し込み書に必要事項を記入し、お近くの愛育班員まで申し込んでください。

申し込みされた方には「予診票」と関係書類の「インフルエンザを受けられ

る方へ」を前もってお送りします。

接 種 対 象 者
（1）65歳以上の方（接種日に65歳の誕生日を迎えていること）

（2）60歳以上65歳未満の方で心臓や腎臓，呼吸器に重い病気のある方などです
（※主治医にご相談ください。）

接 種 期 間 平成17年10月29日～12月17日（毎週土曜日 午前のみ）

接種医療機関
及び受付時間

勝浦病院（ ２－２５５５） 午前９時00分～10時30分（毎週土曜日）

※申し込み用紙に希望される日を選んでください。

※希望される人数により、時間帯は多少異なってくる場合もありますので、
あらかじめご了承ください。

料 金 1,000円（自己負担金）

病院に持参するもの 予診票（必ず、家庭でご記入ください）・老人健康手帳・保険証

※なお、この申し込みは65歳未満の方は、該当しませんので、65歳未満の方でインフルエンザ予防接種を

希望される方は直接、病院へお問い合わせください。
連絡先 勝浦病院 ２－２５５５

５月～７月

総合健診の案内と申し込みと一緒にインフルエン

ザの案内・申し込みを配布します。

接種を希望する方

インフルエンザの申込書に必要事項を記入し、

各愛育班の役員さんに申し込みをする。

（インフルエンザの申込書を提出されなかった場合は、

インフルエンザの予防接種を希望されないとみなしま

すので、あしからずご了承ください。）

インフルエンザ（予防接種）の受け方 10月～12月

インフルエンザの予防接種を申し込みした方

には、予診票・関係書類を送付します。

申し込みをした人

接種当日までに

・予診票の記入をする。（必ず、家庭でご記入ください）

・「インフルエンザを受けられる方へ」を必ず読む。

接種当日（病院にて）

・予診票、老人健康手帳、保険証を持って行く。

・体温を測り、予防接種後、老人

健康手帳に記入してもらう。

・窓口にて料金を支払う。

問い合わせ
福祉課 保健師
２－１５０２

予防接種の申し込みについて
65歳以上を対象とした高齢者インフルエンザの
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日 時 場 所 備 考

５月６日

５月13日

５月20日

５月27日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。
２－4652

心配ごと相談

まちのうごき
平成17年３月16日～平成17年４月15日（敬称略）

人 口（平成17年３月31日現在）

世帯数 2,112戸

男性 3,179人

女性 3,410人

計 6,589人

出生 男 １人 女 １人 計 ２人

死亡 男 ７人 女 ７人 計 14人

転入 男 11人 女 13人 計 24人

転出 男 20人 女 28人 計 48人

杉 生 嘉 子 さん（星谷） 谷添美津子 さん（今山）

関 東 清 男 さん（横瀬） 花 園 又 一 さん（与川内）

東 弘 憲 さん（沼江） 田 中 康 啓 さん（坂本）

吉 田 勝 代 さん（中山） 濱 田 久 子 さん（生名）

井 出 伍 一 さん（大阪府在住）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（３月16日～４月15日）

おくやみ申します

大字沼江字西谷 谷 添 永 （89歳）

大字三溪字小川 園 義 明（80歳）

大字沼江字黒岩 宮 島 時 美（74歳）

大字三溪字西谷 樫本百合子（67歳）

大字生名字山ノ神 濵 田 武 雄（72歳）

大字沼江字中山 東 喜美雄（94歳）

大字三溪字栗城 中 内 定 夫（77歳）

大字坂本字稲原 田 中 ヒ サ（87歳）

大字棚野字中立川 鵜 澤 進（72歳）

大字三溪字定岡 川上庄太郎（69歳）

大字三溪字西岡 青 木 一（93歳）

（
大字沼江字山路

大字棚野字野神元

山 路 文 範
近 本 聡 子

ご結婚おめでとう

日 時 ５月９日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ５月12日 午前10時～午後３時

場 所 勝浦町農村環境改善センター

１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ５月14日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

相談日 月曜日～金曜日 (土・日・祝日は休みです)

時 間 午前８時30分～午後５時

場 所 徳島年金相談センター 088-655-5100

徳島市八百屋町三丁目二六

大同生命徳島ビル三階

持参物 年金手帳・年金証書・

基礎年金番号通知書等

ご利用ください！

時間延長年金相談

徳島年金相談センター

出張年金相談所開設

土曜日年金相談

ホームページアドレス
http://www.town.katsuura.tokushima.jp

E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp
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